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181人のこども達に建設業をアピール！181人のこども達に建設業をアピール！181人のこども達に建設業をアピール！181人のこども達に建設業をアピール！

年々規模が拡大し、今年度もイベントの充実を図
る後継者対策部部主催のこども祭り。今回は前年度
の「大大成功」もあり、準備の前段階から皆にかか
る相当のプレッシャー。「前年度を超える来場者数」
を目標に各会の皆さまと共に団結し準備をすすめて
いきました。
目玉となるアトラクションを増やし、前支部会館
での開催時に好評だった、流しそうめんを満を持し
て復活させ、現状あるものを駆使して情報の発信を
行い……　まだ何かできることがあったのではない
かと思いつつ迎えた当日。前日まで気まぐれに降っ
ていた雨も嘘のような好天に恵まれ、終わりまで各
所でこども達の眩しい笑顔が絶えぬまま幕を下ろす
ことができました。
細かな反省点はあったものの、喉元過ぎれば何と
やら。去年に引き続きまとめ役を担ってくださった
金子後継者部長からも「前回以上の結果を出したの
だから文句の言いようもない」とのお言葉をいただ
き、来年も力を合わせ、より良いイベントを実施し
たいと思いました。　（拝島分会　屋代庸秀さん）
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様々な情報を群会議で！様々な情報を群会議で！～群会議確立に向けて～
各分会の役員が群会議確立について議論

分会経験交流集会で他支部の経験を分会経験交流集会で他支部の経験を
７月６日から７日に伊東のサンハトヤで組織・事

業所・後継者担当を中心とした分会経験交流集会が
開催されました。交流集会には支部から９人が参加
し、『群役員の交代で悩む群がどのようにして新た
な役員を見つけたか』『事業所の事業主や従業員が
組合活動へ参加したきっかけ』など多摩西部支部で
も課題となっている点について、複数の支部から報
告がありました。報告の中では、役員登用には時に
は強引さも必要、事業主は組合活動に参加すること
で仕事にも繋がり様々な体験をすることができるな
ど実際に役員となった事業主も参加し、自分の体験
談も語られました。
１日目の後半と２日目の前半では、参加者を10人
前後で分けた分散会も行い、参加した仲間達から各

支部での取り組みの報告を受け、情報共有をしまし
た。培った経験を多摩西部支部でも発揮し、組織前
進に向けて奮闘していきます

本来の群会議の在り方は、群会議の話題を参加し
た仲間と読み合わせをして、仕事や組合活動の相談
や情報共有を行う場です。しかし、現在は大半の群
会議が組合費の集金と組合資料の配布場所となって
しまっています。理由としては、現場が昔と比較し
て遠いことによる指定の時間に参加できないことや
夜勤業務が多いなど様々な要因が考えられます。
６月17日を中心に行われた群会議推進の会議に
は各分会の役員が参加し、どうすれば集金業務だけ
の群会議から脱却できるかを議論しました。群会議
確立にはみなさんの協力が必要です。ご協力をお願
いします。
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◉群会議とは◉
毎月1回、東京土建の仲間の皆さんが組合費

の納入と併せて、群長さんが主体となり、署名
や拡大行動など組合運動の伝達と共に、レクレ
ーションなどの支部・分会イベントの紹介や資
格講習、健康診断などの紹介。コロナ禍では、
国や自治体の給付金や援助金の周知を行い、私
達組合員が安心して仕事や生活を送るための情
報を発信する東京土建の活動をするうえで一番
重要な会議です。
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日々の心がけで震災の準備を日々の心がけで震災の準備を

NPO法人立川災害ボランティアネットの方を講
師に防災講演会が行われました。初歩の初歩、身近
な内容だったのですが意外と知らないこと、大きな
地震が30年以内に70%の確率で発生と言われてか
ら10年経って80%にあがっているんですよ！　だ
からいろいろ備えましょう。水やトイレットペーパ
ーの備蓄、トイレットペーパーのダブルよりシング
ルの方が使用メーターが多く早く無くなるとか、ト
イレは袋を使用するなど水が流れなかった時の対処
法、食料もいつもの物を少し多く備蓄しておく等、
普段から心がけておけるやり方、また避難する際、

避難所のこと、誰でも使えるの？　備蓄はあるの？
運営は誰がしているの？　等詳しく説明があり、地
域の安否確認も自治会に入っていれば安心ですが、
ご近所付き合いが無くなってきた最近では１人暮ら
しの人は確認すらできない現状等、緊急時の医療機
関は？　市で配られてるハザードマップを一度よく
目を向けて自分はどうしたらいいのか考えておかな
ければいけないなと。また助けられ上手になるに
は？　等とても勉強になりました。24人の出席者の
中には小学１年生も参加しており自ら聞いてみたい
とお父さんと一緒に参加してました。少し難しい内
容だったのですが興味を持ち真剣に聞き入っていま
した。こんな小さな子でも災害ダイヤルは毎月１日
と15日は練習ができるみたいで家族で一度練習し
てみることを教えてもらい、全員防災グッズのお土
産を貰い防災を身近に感じながら帰りました。何度
かこういう講演会や救助訓練に参加していると共通
してる所があり少しずつでも勉強になりますので、
次回ありましたら皆さんも是非参加してみて下さ
い！　　　　　　（砂川分会・14群　相沢智鶴子）

将来の希望がみえてきた！将来の希望がみえてきた！

多摩西北地区協議会主催のシンポジウムが開催さ
れ、ゲストに千葉県野田市役所担当者をお迎えし貴
重なお話を伺うことができた。
公契約とはご存知のように自治体と民間業者の委
託契約のことだが、世界を見てみると最初に規整が
つくられたのは1889年フランス/パリだという。当
時パリはダンピングや未熟な職人たち、いい加減な
工事が横行していた。そんな工事を規整するため条

例が制定された。そして現在日本では1700程の自
治体がある中でいち早く制定したのが千葉県野田市
で、2010年２月のことだった。それまでの日本では
ダンピング、不正、差別などがあり平等に契約を結
ぶことができなかった。なぜなら日本には不正を取
り締まる法律がなかったからだ。今もない。国へ法
律を作るための圧力をかけるため、いち早く自治体
として条例を作った野田市の行動には頭の下がる思
いだ。
現在直近では文京区、台東区を含め全国88の自治
体が条例制定している。今回のシンポには立川市、
昭島市の役所の方々、市会議員の方たちも多数参加
され関心の高さがうかがえ私たち支部のある立川市
長も自ら公規約を進めると力強く発言された。
ピンハネ、ダンピング、低賃金、処遇改善と業界
を挙げてこの条例を制定し、国に法律を作らせなけ
れば我々業界は衰退の一途をたどる運命だ。この機
を逃してはならない。若者たちに安心して働ける未
来を届けるために、今こそ一致団結して条例制定に
向け頑張ろう。　（常任執行委員待遇　白倉和行）

物価高騰から仕事と暮らしをまもり、建設国保を
まもるため、７月12日に『賃金・単価引き上げ、予
算要求中央総決起大会』が日比谷公園大音楽堂で開
催されました。当日は、雨天の中、全体で約2,000
人（支部から36人）が参加して厚生労働省や国土交
通省に対し国民医療への公費補助の拡充、公共・民
間工事も含めた建設現場従事者への賃金支払い状
況、法定福利費の確保、労働時間や休日の実態把握
について、調査と処遇改善をするよう求めました。

守れ！土建国保守れ！土建国保
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各分会による渾身の秋イベント一覧
	 分会名	 開催日	 イベント
	 砂　川	 9月8日	 秩父 ライン下りバスレク
	 けやき	 9月１日	 横須賀・猿島バスレク
	 高　松	 ９月１日	 茨城 梨狩りバスレク
	 国　立	 ９月８日	 横浜 クルーズバスレク
	 立川南	 ９月８日	 山梨 昇仙峡バスレク
	 富士見	 ９月１日	 秋川 川遊びBBQ
	昭島中央	 ８月25日	 千葉 浜焼き・パラダイスバスレク
	 玉　川	 9月8日	 さかな園バスレク
	 拝東一	 8月25日	 山梨 リニア・ぶどう狩りバスレク
	 拝　島	 8月25日	 豊洲 屋形船バスレク

平和の願いをバトンで繋ぐ平和の願いをバトンで繋ぐ 組合を楽しむチャンス満載組合を楽しむチャンス満載

暑い熱い土曜日（7月20日）のお昼に平和行進を
行い、福生公園にて平和のバトンを受け取り中神公
園目指して出発しました。土曜日ということ熱中症
対策による年齢制限もあり参加は４人だけでした
が、行進の先頭に立ち最後まで元気よく歩きました。
「がんばって」と路上から応援されると元気がわい
てきました。通行止めなどで車を運転している方に
はご迷惑だったと思いますが、憲法で認められてい
る権利で多くの市民に平和を訴える行動に参加する
ことは、勇気ある行動であり、見る人に考えさせる
行動です。来年はもっと多くの方の参加をお待ちし
ております。一緒に行進しましょう！

新たな仲間と交流を！新たな仲間と交流を！

青年部は30歳以下の組合員が集まり、BBQやサ
マーランドなどのレクレーションや学習会などを開
催し、同年代で仕事や組合活動の交流を深める部と
なります。７月13日㈯に立川のホルモンで７人の参
加（新入部員２人参加）で交流を深めました。青年
部では様々な企画を行っています。ご興味ある方は、
入部（分会・群の役員へ伝えるか事務所へ電話をし
てください）をお願いします。

同世代で横の繋がりを！同世代で横の繋がりを！

夏の拡大は秋の催しに仲間を集める準備の月間で
す。秋は組合イベント満載のため、組合活動をして
いない仲間にも、ぜひ声掛けをお願いします。

盛年会は、45歳以上から67歳以下の組合員本人
で構成された会です。スポーツや BBQなどの様々
なレクレーションだけでなく、地域や昭島市主催の
多摩川清掃などを積極的に行い、地域にも貢献して
います。対象年齢の組合員であれば、どなたでも加
入できます。みなさまの加入を心よりお待ちしてお
ります。

【直近の活動について】
●こども祭りへの参加（７月28日）
●ボウリング交流会（８月４日）
●クリーン作戦（清掃）と学習会（９月29日）
●スポーツレク（11月頃開催予定）

東京土建一般労働組合

多摩西部支部
TEL : 042-535-3332
〒190-0003 東京都立川市栄町3-29-19
https : doken-tamaseibu.org
info@doken-tamaseibu.org

■日　時：	2024年10月6日㈰10時開場 10時30分開会 ※雨天決行、荒天中止■日　時：	2024年10月6日㈰10時開場 10時30分開会 ※雨天決行、荒天中止
■会　場：	タチヒビーチ（立川市泉町935）多摩モノレール「立飛駅」より徒歩1分■会　場：	タチヒビーチ（立川市泉町935）多摩モノレール「立飛駅」より徒歩1分
■対　象：	組合員とその家族■対　象：	組合員とその家族
■参加費：	無料■参加費：	無料
■申込方法：分会・群へお申込みください■申込方法：分会・群へお申込みください
■締切：9月群会議まで■締切：9月群会議まで
■内　容：	タチヒビーチにてBBQを楽しんでもらいながら、豪華景品（約100万円分）■内　容：	タチヒビーチにてBBQを楽しんでもらいながら、豪華景品（約100万円分）

が当たる大抽選会など盛りだくさんが当たる大抽選会など盛りだくさん
※お1人様でもご家族様でもふるってご参加下さい (^^ ♪※お1人様でもご家族様でもふるってご参加下さい (^^ ♪
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